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申
込
み

備
　
考

期
　
目

参
加
者

☆

予
告
　
五
月
合
宿
を
次

の
と
ぅ
０
実
施

し

贅
す
。

一、
会
員
対
象
　
後
立

出
白
馬
鑓

ヶ
岳
周
辺

約
八
自
間

一、
新
人
対
象
　
奥
秩
父
に

て
縦
走

約
二
日
間

爺

ケ

蓄

（冬
山
合
宿
）

一

二

月

二

九

日

Ｏ

ｔ

一
月

二

日

内

渡
辺
」

塚
田
鑢
　
菅
沼
鈍
　
鈴
木
●
　
出
口

哺
　
小
川
０
０
　
石
川
　
小
堤
　
甲
出
　
島
影

藤
丼
　
天
野
　
桐
田
　
水
丼
　
斎
藤
両

以
上

一
六

名

目

的

と

計

幽

今
回
の
合
宿

は
、
来

た
る
べ
を

三
〇
周
年
記
念
海
外

ＩＬＩ

行
を
目
標
ル
し
た
事
業
計

画
の
第

一
段
階

と
に
て
、
以
下

の
よ
う
な
■
些
で
実
施

ヽ
れ

た
。

フ
イ

ツ
ク

ス
ザ
イ

ル
を
必
要
と

す
る

ノ‐́
‐
‐
ょ
ぃ
、
主

稜
線
上

に
キ

ヤ
ン
グ
を
上
げ
、
面
上
攻
撃

を
行

た
う
。
小

人
数

バ
ー
テ

イ
に
よ
り
、

初
歩
的

な
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
，
ル

ー
ト
を
ト

ビ
ー
ス
す
る
。
併

せ
て
、

冬
山
経
験

の
少

な
い

人
は
基
礎
的

な
雪

山
技
術

の
修
得
。

，
目
的

と
し
て
計
画

が
立

て
ら
れ

た
。

合
宿
地

の
決
定
に
際

し
て
は
、
最
終
的

に
自
馬
鑓
岳

と

爺

ク
岳

の
そ
れ
ぞ
れ
信
州

側
が
候

補
に
挙

が

っ
た
が
、
段

二
月

三
〇

日
は
年

に

一
度

の
総
会

で
す
。
会
費
値

上
げ
等
重
要
譲
題

が
あ
ｈ
ｉ
ｔ
す

の
で
多
く

の
方

の
出

席

を
お
待
ち
し
て
お
り
す
す
。

向
、
係
よ
り

出
席

豚

頼

の
連
絡

が
な
い
ゎ

，
す
。

他

の
集
会
は

一
九
時
開
催
。

2６６
新
人
歓
迎

（倉
戸
山
）

四
月
六
日
０

出
口
　
富

‐８
東
村

―■１
市
萩

出
町
一
プ
一耳
Ｚ
一五

会
員
昇
搭
者

総
会
ま
で

新
入
会
者
を
迎
え
て
の
初
め
て
の

出
行
で
す
。
多
く
の
会
員

の
参
加

を
望
み
な
す
。

集
　
〈〓
　
計
　

画

二
月
四
日
ω

立
川

「
迫
」

二
月
五
日
い

国
立
事
務
所

係
渡
辺

三
月

一
三
日
ｍ
〕

小
金
井

婦

八
会
館

〓
月

一
―チー
け
因

　
小
金
丼
婦

人
会
館

■
月

ｉ
Ｏ

日
０

　
日

立

公
民
館

係
秋
元

1647

☆
事
業
部
会

☆
委

員

会

☆
第

一
集
会

☆
繹
外
遠
征

☆
瑞
山
話
鉄
）階

的

レ
ベ
ル
ア

ツ
プ
等
の
条
件
を
考
慮
し
、
爺
ヶ
岳
小
冷
尾
根

よ

り
鹿
島
槍
ヶ
岳
、
爺
ケ
岳
北
稜
登
攀
、
自
沢
天
狗
尾
根
よ
り
縦
走

の
線
で
計
画
が
進

め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
参
加
者
の
減
少
に
よ
ｈ

白
沢
天
狗
尾
根

を
割
愛

せ
さ
る
を
得
な
く
な
り
、
小
冷
尾
根

（
本

隊
）
、
北
稜
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
¨

装
備
、
食
糧
と
も
事
前

の
荷
場
げ
は
行
な
わ
ず
、
特
に
北
稜
は

Ｂ
Ｃ
よ
り
、
軽
装
備
に
よ
る
ラ

ツ
シ

■
戦
術
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

報
　
告

☆

一
二
月
二
九
町
日
　
曇
わ
　
鹿
島
部
落
―
小
冷
尾
根
中
付
き

大
町
駅
よ
り
始
発
パ
ス
で
鹿
島
部
落

へ
入
る
。
全
員
が
バ
ス
に

乗
れ
な
か

っ
た
た
め
、
石
川
Ｌ
、
小
堤
、
甲
Ш
、
斎
藤
一副
ヽ

水
井

の
五
名
が
先
発
隊
と
し
て
出
発
。
甘

っ
す
ぐ
な
林
道
を
大
谷
原
鷲

で
よ
ら
、

そ
こ
か
ら
河
原
の
雪
原
に
入
る
。
し
ば
ら
く
雪

が
降

つ

て
た
い
そ
う
て
、

ワ
ツ
パ
を
っ
け
る
と
、
ほ
と
ん
ど
も
ぐ
ら
ず
奥

適
々
ビ

ツ
チ
で
進
む
。
問
題

の
堰
堤
は
、
梯
子
が
な
く
、
左
側
の

外
面
を
大
高
巻
さ
し
て
け

っ
こ
ぅ
時
間
を
か
け
て
―
ま

っ
た
）

高
巻
き
の
ル
ー
ト
エ
作
を
し
て
い
る
問
に
本
隊
も
到
着

し
、
百
米

な
ど
，７以問
千

，
い
て
つ
い
て
た
た
。
こ
う
ち
・崚
¨
て
禅
独
術
者
に

道

を
ゆ
．■
年
、
一，
行
者
の
跡

を
参
考
に
し
た
が
ら
、　
三
回
ンは
と
流

―― ,一

1
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れ
を
渡
ヶ
か
え
す
。
二
個
．所
渡
渉̈
す
る
の
に
ス
リ

ツ
プ
じ

ヾ
す
い

場
所
で
ザ
イ
ル

を
メ

■
ン
ク
ス
し
て
本
隊
を
渡̈
ら
せ
る
０
そ
こ
か

ら
す
ぐ
‐、
尾
根
取
付
点
の
幕
営
予
定
地
に
到
着
し
た
。
ま
だ
時
間

が
あ
る
あ
で
ぃ
一一荷
上
・げ
隊
を
十
名
ほ
ど
で
編
成
し
て
登
り
始
め
一る
。

比
一較
的
急
な
尾
恨
で
、　
部
分
的
に
・ル
ー
ト
の
と
に
方
が
悪
く
・緊
張

さ
せ
ら
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
。
標
高

一
七
〇
〇
米
地
点
に
荷
上
げ

品
を
デ
お
し
，て
下
る
。
下
り
に
は
正
規
の
ル
ト
ト
を
と
ら
た
の
で

歩
ξ
「よ
く
な
ぅ
て
、
す
ぐ
幕
営
地
に
着
い
た
。
　
（水
井
　
正
敏
）

タ
イ
ム
・　
鹿
・島
７
１
如
―
一大
容
原
８

・
“
ｔ
５０
１
堰
堤
手
前
９

・
５ｏ
≧
”

・
“
■
堰
堤
の
先
，１１

¨
１５
”
取
付
点
幕
営
地
１２

・
”
υ

“
■
“
―
デ
ポ
地
ち
げ
４０
ｔ
％

・
００
１
取
付
点
幕
営
地
１６

・
４０

☆
‐

「
二
塁

３

日
の
．
曇
り
後
雪

取
付
き
上

九
七

一
米

Ｂ
ｃ

取
付
か
ら
昨
日
の
デ
ボ
地
ま
で
は
ト
レ
ー
ル
は
バ

ッ
チ
リ
で
、

荷
物
も
少
な
く
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
、
す
ぐ
着

い
た
。

デ
ポ
地
か
ら
は
荷
物
が
ぐ

っ
と
増
え
る
。
先
発
隊
が
道
を
固
め

な
が
ら
進
む
事
に
す
る
。
昨
日
の
荷
上
げ
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
パ

ー
だ
。
我
々
と
い

っ
し

ょ
に
入

っ
て
き
た
大
阪

の
単
独
行
者
が
先

で
道
を
作

っ
て
進
ん
で
い
る
た
め
、
我

々
は
激
し
い
ラ

ッ
セ
ル
を

す
る
こ
と
も
な
く
、

電

わ
め
て

ス
去
―
ズ
た
ペ
ー
ス
で
高
度
を
カ

セ
い
て
い
く
。
朝
の
う
ち
は
木
の
間
か
ら
小
冷
尾
根
上
部
が
見
え

た
が
、
そ
の
う
ち
雪
が
降
り
始

め
視
界
が
悪
く
な
る
。

昼
前
に

一
九
七

一
米
ピ
ー
ク

ヘ
到
着
、
す
ぐ
Ｂ
ｃ
建
設
に
か
か

る
。
―
木
立
の
間
で
比
較
的
風
当
り
少
な
く
、
展
望
も
良
い
。

Ｂ
Ｃ
建
設
後
、
荷
上
げ
隊
が
上
下
二
隊
、　
そ
れ
に
北
稜
の
偵
察

隊
と
別
れ
て
行
動
に
か
か
る
。

上
部

へ
の
荷
上
げ
隊
は
、
・菅
沼
、

出
口
薗
、
小
川
０
、
小
堤
、

甲
出
、
藤
井
の
六
各
て
。
一ス
ツ
セ
ル

を
し
な
が
ら
二
時
間
登
り
、　
小
冷
尾
根
上
部
の
壁
が

ハ
ッ
キ
リ
見

え
る
ぁ
た
り
で
打
切
り
。
こ
こ

ヘ
デ
ポ
す
る
。
明
日
の
行
動
を
考

え
が
．と
身
の
し

，
る
思
い
で
、
　
一
路

Ｂ
Ｃ

へ
下
出
へ
か
か
る
。

（藤
井
　
諭
）

☆

〓
二
一丹
二

一
白
ω
　
晴
の
ち
層
雲
に
よ
り
中
腹
以
下
曇
り

〇

小
玲
尾
根
ル
ー
ト
エ
作
隊
　
Ｂ
ｃ
ｌ
北
稜

（北
峯
肩
）

Ｐ
渡
辺
　
小
川
ω

天
気
は
良
し
、
頑
張
ら
に
や
と
先
行

し
た
北
稜
隊
の
ト
レ
ー
ル

に
従

い
Ｂ
ｃ
を
後
に
小
冷
尾
根
を
登
り
出
す
。
最
低

コ
ル
手
前
の

ビ
ー
ク
よ
リ
ト
ノ
ー
ル
は
左
に
、
我
々
は
尾
根
上
を
辿
る
０
昨
日

の
荷
上
げ
の
際
の
ト
レ
ー

ス
は
消
え
が
ち
で
ラ

ツ
セ
ル
を
し
て
進

む
。
ダ
ク
カ
ン
パ
の
点
在
す
る
穏

や
か
な
尾
根
を
ひ
と

っ
切
登
る

と
デ
ポ
地
点
に
到
着
、　
ル
ー
ト
エ
作
用
装
備

の
パ

ツ
ク
を
す
ま
せ

一
本
立
て
る
０
眼
下
に
は
後
発
隊
の
進
行
が
よ
く
見
え
る
。

「
行

こ
う
か
」
の
声

で
渡
辺

か
ト

ッ
ォ

で
登
り

出
す
。
傾
斜

も
ガ

ゼ

ン
強
く
な

っ
た
、
本
格
的
な
ラ

ツ
セ
ル
で
楽

で
は
な

い
。
デ

ヶ

イ
体
に
も
の
い
わ
ず
渡
辺
の
ラ

ツ
セ

ル
は
立
派

な
も
の
で
あ
る
。

尾
根
筋

が
ボ
ヤ
け

た
イ
ヤ
ら
し
い
急
斜

面
を
登
り
き
る
と
気
分
の

よ

い
雪
稜

が
続

い
て
い
る
。
伸

び

て
る
尾
洪
は
左

に
曲
が
わ

た
が

ら
北
稜
の
側
面
に
傾
斜

を
グ

ッ
ト
強

め
さ
え

て
、

そ
の
上

部
は
岩

壁
と
な

っ
て
い
る
。
小
冷
尾
根

の
核

心
部

で
あ
ん
。

一
と
き
後
方

に
い
た
単
独
者
に
ラ

ツ
セ
ル
を
し
て
も

ら
い
、　
バ
ト

／
メ

ツ
チ
で

我

々
が
先
行
し
、
勾

配
の
増

し

た
尾
根
筋

を
ド

ン
ズ

マ
リ
ま
で
行

き
、　
ル
ー
ト
の
検
討
、
決
定

し
キ

ス
リ

ン
グ
て
行
動
し
て
い
る
後

続

の
た
め
、

フ
イ
ク

ス

・
ザ
イ

ル
エ
作

を
す
べ
く
行
動
を
開
始
し

雪
面
を
グ

グ
カ
ン
パ
の
生
え
た
岩
壁
の
下
部

■
で
直
上

し
支
点

を
作
り
、
そ

の
基
部

を
左
方

ヘ
ト
ラ
バ

ア
ス
を
す
る
。
岩
壁
基
部

の
た
め
雪
は
深
く
、

す
た
シ

エ
ル
ン
ド
も
あ
り

で
、

も
が
さ
た
が

』
の
向
上
、　
そ
し
て
北
稜

直
下
、　
小
さ
な
雪
庇

の
下
に
着

く
。

嵌
―，
許
１
ビ

ッ
ヶ

ル
て
く
す
れ

た
部
分

を

ル
ー
ト
に
北

稜
に
出
る
。

圧
［
米
‐―‐
仲

げ

″
サ
Ｉ

Л
け
セ

ン
ト
さ
れ
渡
辺
も
稜
に
出

て
来
た
っ

こ
の
品
■

の
機

い
出
＝
ｌ

ｎ

い
の
ご
、

―，１

辺
ト

ッ
プ
そ

四
〇
米

の

上

ッ
ー
介
ｆｌ

，
こ
―

―
――‐

プ
ｔ‐
●
ｒ
ル
ー‐，
ｌｉ
ｌｌｌ‐
＝

ｔ
∴

Ｆ
幕

ち
、

小
さ
た
段
を
登
り
き
る
と
、
北
峯

は
目
の
上
に
近
か

っ
た
０

・

一
本
立
て
、

こ
こ
で
後
続
パ
ー
テ
イ
を
待
ち
な
が
ら
北
ア
ル
プ

ス
暮
れ
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。

マ
が
て
顔
を
出
し
た
仲
間
を
迎
え

一
時
を
過
し
、

「
ジ

ャ
ア
頑
張

っ
て
た
」
の
挨
拶
を
交
じ
へ
我
々

は
往
路
を
Ｂ
Ｃ
に
下
り
議
す
。
途
中
で
北
稜
隊
と
の
交
信

す
べ
て

試
み
る
が
、　
な
ら
ず

コ
ー
ル
交
換
を
行

っ
た
。

（小
川
　
正
義
）

′
イ
ム
　
Ｂ
Ｃ
６

・
知
―
小
冷
尾
根
最
上
９

・
卸
―
北
機
上
１０

。
１４
１
北
峯
肩
「

・
巧
―
り

。
０５
１
Ｂ
Ｃ
ｌ４

・
２０

０
鹿
島
槍
隊

・
サ
ポ
ー
ト
漱
　
Ｂ
ｃ
ｌ
爺
ケ
岳
北
峰

Ｐ
菅
沼
　
藤
井
　
小
堤
　
甲
山
　
出
国
　
人
野

六
時
半
、
ょ
う
マ
く
明
る
く
た

っ
た
小
冷
尾
根

の
ベ
ー
ス
を
Ｌ

発
す
る
。
最
低
コ
ル
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
尾
恨
は
マ
せ
て
Ａ
一て
、

雪
稜
状
と
な
る
。
渡
辺
、
小
川
ω
あ
先
行
バ
ー
テ
イ
の
フ
ン
一
ル

の
お
か
げ
で
歩
き
や
す
い
。
途
中
、
昨
日
荷
上
げ
し
て
お
い
た
分

を
ブ

ラ
ス
し
て
さ
ら
に
進
む
。
小
冷
尾
根

が
北
稜

の
―――
面
に
ヤ「
壁

と
な

っ
て
消
え
る
所

で
先
行
パ

ー
テ

イ
に
追

い
っ
い
た
。　
フイ
ッ
セ

ル
し
て
ザ
イ

ル
を

フ
ィ

ッ
ク

ス
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
，“
っ
た
。

ベ
ー

ス
か
ら
眺

め
た
時
に
は
、　
キ
ス
リ

ン
グ
を
か

っ
い
で
キ
れ
る

ル
ー
ト

，
ど
、
　
一
体
ど
こ
に
と
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
も
わ
た
か
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そ
の
日
付
を
見
て
、
そ
の
パ
ー
テ

イ
ー
の
食
程
の
心
配
を
し
て
み

た
●
と
い
う
余
裕
も
お
の
ず
と
出
て
く
る
。

Ｂ
Ｃ
に
戻

っ
て
か
ら
、　
ゆ

っ
く
り
ど
東
尾
根

マ
高
千
穂
平

の
テ

ン
ト
群
オ
挑

め
た
り
、
す
た
登
頂
を
目
指
す
二
隊
の
行
万
を
抹
す
。

マ
が
て
、
小
冷
尾
根
を
下
る
小
川
ω

と
渡
辺
の
姿

・́γ
見
つ
け
る
。

思
い
の
外
早
く
豊
頂
が
で
き
る
よ
ぅ
で
ぁ
る
。
　
　
．

（桐
田
　
淳
子
）

タ
イ
ム
　
Ｂ
Ｃ
６

・
恥
―
と
り
っ
き
７

一
４０
ｔ
８

・
”
Ｉ
Ｂ
Ｃ

60

☆

一
月

一
日
本
　
曇
り

の
鹿
島
槍
隊

・
サ
ポ
ー
ト
隊
　
鹿
島
槍
ヶ
岳
往
薇
Ｉ
Ｂ
Ｃ

Ｐ
　
鹿
島
槍
往
復
―
菅
沼
　
藤
丼
　
小
堤
　
甲

出

・
サ
ポ
ー
ト
隊
　
出
口
　
天
奸

少
々
も
た
つ
い
て
出
発
す
る
。
す
ぐ
に
黒
部
側
の
夏
通
に
降
り

て
進
む
と
、
北
峰
を
絡
み
終
え
ぬ
う
ち
に
冷
池
の
方
か
ら
の
パ
ー

テ
イ
ー
に
出
会

い
、
早
、
人
間
臭
い
稜
線
歩

さ
と
な
る
。

道
よ
り
下
方

に
し
ば
し
は
雷
鳥
な
認
め
な
か
ら
下
一降
な
統
け
、

最
低
鞍
部
を
過
さ
れ
は
、
色
と
い
ど
り
の
天
幕

の
大
群
落
ｏ
大
候

も
締
す
ら
ぬ
感
じ
て
、
何
と
た
く
ぉ
正
月
気
分
で
あ
る
。

夏
の
キ
ヤ
ン
プ
場
ぁ
た
り
か
ら
は
、
黒
部
側
は
雪
が
か
な
り
飛

は
さ
れ
て
お
り
、
信
州
側
に
雪
庇
を
形
成
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

布
引

へ
の
登
路
で
少
々
く
ず
れ
始
め
た
空
模
様
の
中
、
全
く
の

夏
道
を
忠
実
に
鹿
島
槍
南
峰

∩
頂
上
に
立
っ
。
握
手
と
撮
影
。

往
路
を
帰
れ
ば
、

わ
ず
か
で
再
び
天
気
は
回
復
、
剣
か
ら
種
池

爺
南
峰
ま
で
の
此
望
の
中
、　
一達
を
急
ぐ
。
北
峰

へ
の
ひ
と
息
の
登

り
を
終
え
、
夏
道
か
ら
稜
線
上

へ
と
登
る
我

々
を
、
先
に
着

い
た

北
稜
パ
ー
テ

イ
が
迎
え
て
く
れ
た
。

―
は
じ
分
休
息
の
後
、

こ
の
天
幕
を
徹
収
、
急
た
斜
面
を
、
気

を
っ
け
て
下
降
し
始
め
る
。

フ
イ
ツ
ク
ス
に
至
る
ま
で
も
、
ず
い

ぶ
ん
急
で
あ
る
。

フ
イ
ッ
ク
ス
の
部
分
は
、

サ
プ
の
北
稜
隊
に
回

収
を
頼
ん
で
キ
ス
リ

ン
グ
組
は

，順
次

ブ
ル
ー
シ

ツ
ク
を
・収

っ
て
、

通
過
す
る
。

か
な
り
時
間
を
か
け
て
こ
の
部
分
を
経
た
後
、
北
稜
隊
に
は
後

か
ら
来
て
も
Ｌ

，
こ
と
に
し
て
、
今
朝
本
隊
が
残
し
た
足
跡
に
た

が

っ
て
、
小
冷
尾
根
な
ベ
ー
ス
ヘ
占
忠
い
た
。

（
甲
山
　
μ
司
）

タ
イ
ム
　
爺
ヶ
岳
北
峰

６

・
５ｏ
ｌ
庇
島
槍
南
峰

３

・
”
セ
５０
１

冷
池
幕
営
地
９

・
ｍ
ｔ
５０
１
爺
ケ
岳
北
峰
１０

・
２ｏ
ｔ
つ

・
Ш
Ｉ
フ

イ
ツ
ク
ス
ロ
ー
ブ
下
％

。
１０
２
５０
１
Ｂ
ｃ
鶴

・
２０

Ｏ
本
隊
　
　
Ｂ
ｃ
ｌ
フ
イ
イ
ク
ス
ロ
ー
プ
直
下

Ｐ
渡
辺
　
鈴
木
０
　
小
川
０
　
桐
田
　
水
井
　
斎
藤
⑪

時
々
陽
の
さ
す
天
気
の
中
を
、　
Ｂ
ｃ
を
出
発
。
小
さ
な
雪
庇
の

続
く
小
冷
尾
根
を
登

っ
て
い
く
と
、
尾
根
は
せ
ま
く
な
り
ヽ
ｉ
登

Ｌ
な

っ
て
、

す
も
な
く

フ
ィ
ッ
ク
ス
ザ
ィ
ル
の
手
前
す
で
来
る
。

そ
こ
で
雪
の
間
に
間
に
見
え
る
鹿
島
槍
な
と
を
た
が
め
て
、　
３
０

へ
も
ど
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
斎
藤
　
●
喜
す
）

タ
イ
ム
　
Ｂ
Ｃ
７

・
００
１
ス
ィ
ッ
ク
ス
直
下
９

・
０５
１
９
ｒ
”

Ｉ

Ｂ

０

１０

０
北
稜
隊

Ｐ
塚
田

島
影

晴
　
Ｂ
ｃ
ｉ
第
四
岩
峰
直
下

☆

一
二
月
三

一
日
軟

昨
夜

の
雪

が
心
配
で

、

起
き
て
直
ぐ
外

を
見

る
と
満
天

の
星
空

で
ぁ
る
。
か
れ

た
ち
は

っ
い
て
ぃ
る
。
今

日
の
登
摯

の
為
に
腹

松

つ
ば

い
お
じ

ヾ
な
か
お
込
む
。

‥岩

の
登
準

も
予
想
し
て
Ｂ
Ｃ
で

ァ
ィ
ゼ

ン
と

ワ
カ
ン
タ
併

用
す

る
。
昨
夜

の
雪
で
ト

レ
ー

ル
は
消
え

て
い
る
。

二
〇

二
〇
米

Ｐ
か

ら
昨

目
偵
察

し
た
尾
根

を
下
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら

一
時
間

で
北
積

●
取

付
点
に
達

す
る
。

北
稜

の
登
筆
は
末
端

の
ル
ン
ゼ
か
ら
始

■
る
。

ル
ン
ゼ
タ
Ｅ
上

し
、

尾
根

に
向

っ
て
左

の
斜
面

を
登

る
と
尾
根

は
相
当

大
４
ニ
ヘ
栂

-6-
-7-―

マ
ヾ
直
上
し
た
所
か
ら
左
に
ト
ラ
パ
ー
ス
し
て
、
ぅ

鷲
く

ル
ー
ト

が
と
れ

た
模
様
で
あ
る
ｏ
　
一
体
み
し
た
後
、
登
り
は
じ
め
る
。
雪

は
サ
ラ
サ
ラ
し
て
お
り
、
安
定
は
き
わ
め
て
悪
い
。
し
か
も
急
と

き
て
い
る
ｏ
ス
テ

ツ
プ
ご
と
に
ヒ

ツ
ケ
ル
を
深
く
さ
し
込
み
安
全

を
は
か
る
。

ヾ
っ
と
の
思
い
で
北
稜
上
に
出
る
と
、
一後
立
Ш
主
稜

線
の
爺
ケ
岳
ま
で
日
い
雪
稜
か
な
ん
ど
も
の
ど
か
に
、
そ
し
て
歩

き
よ
さ
そ
う
に
続
い
て
い
た
。

フ
イ
ッ
ク
ス
終
了
地
点
で
渡
辺
、

小
川
と
別
れ
、
爺
ヶ
岳
北
峰

ず
で
登
ヶ
そ
こ
で
幕
営
し
た
。

（天
野
　
一
郎
）

０

本
隊
　
　
Ｂ
じ
―
収
付
さ

（
荷
上
げ
）

Ｐ
鈴
木
∽
　
石
―――
　
■
川
０
　
桐
――‥―
　

水
井
　
一粛
篠

朝
焼
が
消
え
る
頃
、
小
冷
屁
根
を
行
く
鹿
島
濠
を
送
る
。
本
隊

は
彼
Ｌ
と
に
反
対
の
方
向

へ
、
と
わ
っ
き
に
デ
ボ
し
て
４
．た
食
糧

の
荷
上
の
作
業

，
山
始
す
る
。

Ｂ
Ｃ
と
と
り

っ
き
の
中
間
地
点
で

一
本
立
て
て
も
、　
一
時
間
は

か
り
で
と
り
っ
き
に
出
る
。
登
り
で
は
そ
れ
ほ
ど
一気
に
な
ら
た
か

っ
た
勾
記
が
、
下
ｈ
て
は
ず

い
ぶ
ん
４
●
科
に
感
じ
ら
れ
る
。
上

け
る
べ

き
わ
ず
か
の
一何
を
六
人
で
分
け
る
。
前
日
の
キ
ス
リ

ン
グ

の
重
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
軽

い
荷
上
げ
で
あ
る
。
途
中
ト
ア
ー
ス

イ́
よ
け
て
デ
末
し
て
‐あ
る
．他
の
。ハ
ー
テ

イ
ー
の
ド
ー
コ
を
見̈
っ
け



‐の
頂
都
迄
雪
が
積
り
、
栂
の
頂
部
で
尾
根
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ

う
・な
状
態
だ
。
昨
日
も
ど
こ
か
ら
尾
根
上
に
出
ら
れ
る
か

わ
か
ら

な
い
査
ま
偵
祭
を
打
切

つ
て
し
■
っ
た
。
予
想
通
ヶ
最
初

の
難
所

だ
。
左
に
回
り
込
み
、
ニ
ノ
沢
側
か
ら
取
付
こ
う
と
し
た
が
ハ

や
は
い
枝
に
積

っ
た
不
安
定
な
雪
と
枝
の
下
は
空
河
に
な

っ
て
い

る
お
そ
れ
か
ら
断
念
。
元
に
も
ど
り
、
二
本
の
栂
の
間
を
両
方
の

枝
を
利
用
し
て
島
影
ト

ッ
プ
で
見
事
に
突
破
。
人
分
時
間
を
消
や

し
て
し
ま
つ
た
。

尾
根
は
リ

ッ
ジ
に
な
っ
て
ぉ
り
、
し
は
ら
く
す
る
と
第

一
岩
壁

（岩
壁
が
大
小
四
カ
所
あ

っ
た
が
、
岩
峰
と
い
う
よ
り
岩
壁
の
方

が
ふ
さ

わ
し
い
と
思
う
）
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
右
か
ら
卜

フ́
ベ

ー
ス
し
て
尾
根
に
出
ょ
う
と
し
た
が
、
先
程
と
同
じ
よ
う
に
栂
に

じ

や
ま
さ
れ
、
さ
す
が
の
島
影
も
悪
戦
苦
闘

の
末
断
念
ｏ
こ
の
様

子
を
た
が
め
て
い
た
塚
田
が
腰
掛
け
て
ぃ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
に
ビ

レ

イ
を
取
り
、
更
に
上
部
迄
ト
ラ
バ
ー
ス
な
続
け
る
。
こ
の
ト
ラ
パ

ー
ス
は
雪
崩
の
心
配
が
あ
る
の
で
、　
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
し
、
塚
田

ト

ツ
プ
で
登
る
。
二
〇
米
程
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
所
で
小
さ
な
尾
根

を
越
し
、
こ
の
尾
根
を

一
五
米
程
登

っ
た
所
で
主
尾
根
上
に
出

ら

れ
た
。
島
影

を
確
保
し
て
い
る
と
小
冷
尾
根
を
登

，
て
ぃ
ぐ
二
人

が
見
え
た
。
昨
夜
の
話
の
様
子
か
ら
、
渡
辺
と
小
川
が
ル
ー
ト
ェ

た
。
従

っ
て

一
の
沢
側
を
巻
↑
か
、
ニ
ノ‐沢
側
を
巻
く
か
で
あ
る
　
　
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
上
に
向

っ
て
文
句

を
言
う
。
文
句
を
言

っ
た

が
、
　
一
ノ
沢
側
の
針
面
は
あ
な
り
に
も
大
き
く
、

又

一
気
に

一
ノ
　
　
か
ら
と
い
っ
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
の
気
持
が
少
し

た
に
落
ち
込
ん
で
ｈ
る
。
井
ケ
カ
ン
パ
が
生
え
て
い
る
と
は
い
え
　
　
は
請
れ
た
。
小
ル
ン
ゼ
を
七
米
程
登

っ
た
所
で
、
左
の
雪
壁
を
登

ど
で
も
ト
ラ
バ
Ｆ

ス
す
る
気
に‐
は
な
れ
な
い
。
ま
し
て
、　
ト
ラ
バ
　
　
　
っ
て
見
る
と
い
う
９
し
ば
ら
く
し
て

「
行
け
そ
う
だ
／
」
と
い
う

に
対
の‐‥後
、
摩
根
に
取
付
け
る
保
障
は
全
く
な
い
。
ニ
ノ
沢
側
と
　
　
声
が
し
、
し
ば
ら
く
し
て
ザ
イ
ル
が
ぐ
ん
ぐ
ん
延
ひ
る
。

て
も
条
件
は
全
く
同
じ
だ
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
状
況
な
見
て
直
　
　
「
い
い
ぞ
お
／
ｔＴ
の
声
と
共
に
ビ
隊
イ
を
は
ず
し
、
島
影
の
所
迄

感‐
．的‐
に‐
、
　
二
′
沢
側
の
岩
壁
と
雪
壁
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
イ
ン
に
　
　
登
る
と
、　
一
難
去

っ
て

，人
一
難
。

ス
ノ
ー

●
リ

ツ
ジ
を
五
米
程
登

ル
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
ヶ
い
う
難
か
し
い
場
所
に
来
・　
　
っ
た
所
で
、　
■
た
又
行
く
手
に
は
岩
壁
に
防
ノ‐、
れ
た
。

た
ｂ
あ
ま
り
考
え
込
す
な
い
方
が
、　
い
い
判
断
が
で
き
る
こ
と
か
　
　

，
　
正
面
の
カ
ン
テ
は
取
付
が
手
直
。
右
の
凹
・状
は
取
付
の

ハ
イ

マ

多

％
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
に
は
ほ
ま
れ
て
い
る
。
左
は

一
気
に
ニ
ノ
沢
に
落
ち
て
い
る
。
　

一

人
体
止
の
後
、
塚
田
ト

ツ
プ
で
岩
壁
の
基
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
　
　
右
に
左
に
突
破
口
を
投
す
こ
と
し
は
じ
。
捜
す
と
は
言

っ
て
も
、
　

・

こ
の
岩
壁
は

ル
ン
ゼ
を
持

っ
程
の
人
岩
壁
た
。

こ
の
急
斜
面
の
ル
　
　
Ｌ

ツ
ジ
の
上
で
は
行
動
範
囲
も
知
れ

た
も
の
た
。

ル
ー
ト
は
思

い

ン
ゼ
タ
ト
ラ
バ
ー

ス
し
、

ル
ン
ゼ
の
中
の
イ
ン
ゼ
ル
状

を
越
え
た
　
　
切

っ
て
、
左
の‐
ニ
ノ
沢
側
を
と
る
，
コ
ン
タ
ク
・
ト
ラ
イ
ン
の
雪
は

小
ル
ン
ゼ
で
ザ
イ
ル
は
い

っ
ば
い
。
セ
カ
ン
ド
の
島
影
を
迎
え
た
。
　

払
う
と
全
部
落
ち
て
、
地
面
が
出
て
来
て
し
ま

っ
た
。
右
の
岩
を

島
影
に
は
そ
の
書
す
こ
の
小

ル
ン
ゼ
を
登

っ
て
上
部
を
偵
察
し
て
　
　
利
用
し
て
二
米
程
づ
り
上
が
り
、　
や
っ
と
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
枝
に

っ

も‐
ら
う
こ
と
に
す
る
。
胸
が
つ
か
え
る
程
の
急
斜
面
の
上
に
不
安
　
　
か
す
る
こ
と
が
で

，
た
。
こ
の
ダ
ヶ
カ
ン
バ
と
栂
が
背
は
低

い
か

定
な
雪
に
苦
じ
め
ら
れ
ザ
イ
ル
は
延
び
な
い
。
そ
の
制
に
は
雪
塊
　
　
ル
ー‐
ド
を
選
ん
た
最
大
の
理
由
だ
。
ダ
ヶ
カ
ン
バ
に
シ

ユ
リ
／
ゲ

が
ビ

ユ
ン
ピ

ユ
ン
飛
ん
で
く
る
。
狭
い
ル
ン
ゼ
た
か
ら
、
落
ち
て
　
　
を
巻
き
、
カ
ラ
ピ
ナ
を
通
し
た
，
お
世
話
に
た

っ
た
こ
の
二
本
あ

く
る
雪
塊
に
必
ず
私
の
頭
に
当
る
。
こ
の
こ
と
は
予
想
し
て
い
た
　
　
本
に

凛̈
れ
を
つ
げ
、
左
側
に

一
米
ト
ラ
バ
ー
ス
じ
、
胸
が
っ
か
え

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ヤ

ツ
ク
の
フ
ー
ド
を
か
ぶ

っ
て
お
い
た
が
、
　

　

る
程
の
草
付
を
右
寄
に
づ
り
上
が
る
。
や
が
て
傾
舟
を
増
し
て
、

作

の
た
め
先
発
し
た
の
だ
ろ
ぅ
。

コ
ー
ル
を
か
け

た
ら
答

え

て
く

れ

た
。

こ
の
先
リ

ツ
ジ
を
登
る
と
第
二
岩
壁
が
現

わ
れ
、

ニ
ノ
沢
側

の

斜
面
を

一
〇
〇
米
程
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
岩
壁
の
頂
部
め
が
け
て
直

上
す
る
。
急
斜
面
で
身
体
を
づ
り
上
げ
る
時
に
は
顔

７́
雪
面
に
す

い

つ
け
る
様
な
状
態
だ
ｏ
上
部
で
マ
ゃ
傾
斜
が
ゆ
る
く
た

っ
た
が

ザ
イ
ル
が
無
い
と
い
う
。
雪
の
状
態
か
ら
し
て
と
て
も
ビ

ツ
ク
ル

を
さ
し
込
ん
で
確
保
で
き
る
よ
う
な
場
所
で
は
た
い
。
下
の
ビ
ァ

イ
を
解

い
て
ザ
ィ
ル
を
延
ば
し
て
も
ら
う
。

マ
っ
と
の
こ
と
で
岩

壁
の
上
に
出
、　
ハ
イ

マ
ン
を
堀
り
出
し
て
ビ
レ
イ
を
取
る
。

七
ヵ

一

ン
ド
て
登

っ
て
来
た
島
影
と
ト

ツ
プ
を
変

わ
り
、
不
安
定
た

ハ
ィ

一

マ
ツ
を
さ
げ
、
ニ
ノ
沢
側
を
ト
ラ
パ
ー
ス
ぎ
み
に
二
〇
米
程
登
り

尾
根
に
出
る
。
ぁ
す

‐
り
に
も
太
陽
の
光
線
が
強
い
・た
め
、
雪
は
や

わ
ら
か
く
な
り
、　
ワ
カ
ン
の
下
に
は
大
き
な
ダ
ン
ゴ
が
出
来
る
。

リ

ッ
ジ
を
過
ぎ
、　
尾
根
が
広
く
患
じ
ゆ
ん
に
な

っ
た
先
に
、　
見

上
げ
る
よ
う
な
北
稜
最
大
の
壁
、　
第
二
岩
壁
が
現
わ
れ
る
。
接
一の

基
部
で
丁
・証

一　
一
時
四
五
分
の
交
信
時
間
と
な
り

一
本
。
Ｂ
Ｃ
と

は
か
す
か
な
か
ら
も
最
初
で
最
後
の
交
信
が
で
な
ヽ
た
。

北
稜
最
大
の
難
所
、　
こ
の
第
二
岩
壁
は

一
見
ど

，
処
理
し
て
ぃ

い
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
岩
壁
を
登
る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う



ル
ト

，
張
ろ
う
と
し
た
ら
、
二
人
の
パ
ー
テ
イ
か
登

っ
て
来
た
「

小
冷
尾
根
¢
取
付

‘
て
ヽ
び
ｃ
で
も
い
つ
も
私
達

の
近
く
に
大

澪

を
張

っ
て
い
る
京
都

い
連
中
た
。
し
か
し
、　
こ
こ
は
も
う
彼
等
が

ビ
ヴ

ア
ー
ク
す
る
様
な
場
所
は
た
い
。
第
四
岩
壁
■
登

っ
て
行

・，

た
。一

五
時

の
交
信
で
は
Ｂ
ｃ
か
ら
の
受
信
は
具
く
入
る
か
、
こ
ち

ら
の
電
波
は
飛
ば
な
い
ょ
う
だ
。
次
に
鹿
島
総
隊
と
Ｂ
Ｃ
の
交
信

は
手
に
取
る
ょ
う
に
分
る
。
鹿
島
槍
隊
は
上
て
豊

っ
た
京
都
の
連

中
を
見

つ
け
た
ら
し
く
、

「
北
稜
に
二
人
が
登

っ
て
く
る
０
が
見

え
る
。
」
と
本
隊
に
報
告
し
て
い
る
。
　
一
七
埓
ま
で

一
寝
入
力
し

ト

て
交
信

し
た
が
、

や
は
り
私
達
の
一嘔
波
は
飛
は
な
い
。
ぐ
づ
っ
い
　
・・・．

て
来
、
空
模
様
が
気
に
後

っ
た
の
で
、　
天
一「
予
報
に
っ
い
て
蘭
き

た
か

っ
た
が
、

こ
れ
は
Ｂ
Ｃ
と
鹿
島
槍
は
と
の
交
言
で
ｖ
ｉ

し̈
た
、

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
【
Ｊ
　
一信
上
）

タ
イ
ム
　
Ｂ
Ｃ
ス
）
。
い
１
下
降
点
４

・
％
―

一
ノ
沢
に
合

５
由

ｔ
ｌ５
１
“
。
１０
ｔ
２０
１
一
人
Ｏ
Ｏ
米
＝
Ｆ
７
・
ｍ
ｔ
昴
―
一
九
八

〇
米
附
近
８
・
“
ｔ
９
・
００
「
二
一
〇
〇
米
＝
近
「
・
“
，ヽ
も
―

二
三
〇
〇
米
附

近

（第
二
岩
壁
基
部
）
”

・
〔“
ｔ
ｉ２

・
Ｊ
Ｉ
第
二

岩
壁
上
部
１４

・
００
　
　
　
　
　
・

・
　

・

☆

一
月

一
日
③
　
け
れ
〆

ち
曇
り
　
丼
四
春
峰

―
爺

ケ
岳
Ｉ
Ｂ
ｃ

昨
夜
悪
か

っ
た
空
模
様
も
、
今
朝
は
回
復
し
て‐
満
天

の
星
空
た
。

今
日
は
第
四
岩
壁
の
登
攀
か
ら
始
ま
る
。
昨
日
京
都
が
登

っ
て
い

る
の
で
楽
な
登
り
だ
。
彼
等
の
半
分
程
の
時
間
で
登
れ
た
。
　
・

京
都
は
第
四
岩
壁
の
上
で
、
私
達
と
同
じ
よ
う
に
雪
を
深
く
堀
っ

て
、　
ッ
ェ
ル
ト
を
張
っ
て
い
た
ぅ
な
達
が
通
る
頃
ノ
コ
ノ
コ
ン
エ

ル
ト
か
ら
出
て
来
た
。

こ
こ
か
ら
は
又
、

・フ
ツ
セ

ル
が
始

・な
る
。
小
冷
尾
根

が
北
稜
に

接
し
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
、
昨

目
渡
辺
と
小
川
が
張

っ
た
い
し

い
フ
イ
ッ
ク

ス

・
ザ
イ

ル
が
見
え
る
。
も
う
直
ぐ
だ
。

小
冷
尾
根

に
は
五
人
程
の
パ

ー
テ

イ
が
見

え
、　
コ
●―
ル
を
飛
ば
す
。

や
が
そ

京
都

も
動
き
出
し
、

私
達

の
あ
と

ケ
追

っ
て
く
る
。
私
達
に
気
な

っ
か

っ
て
時

々
腰

を
下
ろ
し
て
時
間
を
調
節

し
て
い
る
。

フ
イ

ッ
ク

ス
を
登

る
と
斜

面
は

マ
や
ゆ
る
く

■
り
、
爺

ケ
岳
北

峰
に
着

い
た
。
頂
上

で
感
謝

の
握
手
を
し

た
後
、

出

口
と
天
野

の

け

っ
て
い
る
大
ネ

に
向

っ
た
。
　

　

　

　

　

（
塚
田
　
信
正
）

ヶ
ｌ

ノ、

４
一
岩
壁
上

′ｏ
・
凋
―
二
五
〇
〇
米
附
近

７

・
４０
ｔ

l)(]

111,

ウ
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爺

ケ

岳
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稜

ル
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主

養
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,イト

'イ
リ
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シ

ヽ

多
承

彙

′

χ
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-1 1-

完
全
だ
雪
壁
と
な
る
。
雪
も
人
分

やヽ
わ
ら
か
く
な

っ
た
の
で
、　
大

き
た
パ
ケ
ツ
を
掘
ら
な
け
れ
は
た
ら
な
い
。
左
手
は
常
に
セ

ッ
ク

ル
を
十
分
雪
面
に
差
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す
る
投
目
で
や
る
の
・

で
、　
、ハ
ヶ
ツ
な
堀
る
の
は
も

っ
ば
ら
一相
手
だ
け
た
。
・昇
争
雪ヽ
一ｍ
に

こ
す
り

つ
け
る
よ
う
に
し
て
身
体
を
づ
り
上
げ
（　
そ
し
て
右
手
で

バ
ヶ
ッ
を
堀
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

こ
の
よ
う
に
し
て

一
Ｉ
米
稚
直
　
・・
１‐…
し
た
が
ら
尾
根
上
に
出
ゎ
れ

た
。
島
影
に
よ
る
と
、
こ
の
ビ

ッ
チ
に

一
時
間
か
か

っ
た
そ
う
だ
。

こ
ん
た
時
は
登

っ
て
い
る
本
人
ょ
り
も
確
保
し
て
い
る
方
が
つ
ら

い
も
の
だ
。
島
影
を
確
保
し
て
い
る
と
、
下
に
見
え
る
小
冷
尾
根

を
ル
ー
ト
ェ
作
を
終
え
た
小
川
が
り
‐．
る
の
が
見
え
た
。

コ
ー
ル
な

飛
ば
す
と

「
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
ど
う
し
た
つ
」
と
い

，
。
思
ゎ

ず

「
持

っ
て
い
る
よ
。
」
と
答
え
た
。　
ハ
ッ
と
時
計
を
見
る
と
交

信
時
間
ば
五
分
過
ぎ
て
い
る
。
出
影
を
迎
え
る
と
す
で
に
二
時
近

い
。
　
　
一　
　
　
　
．
　
．　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
二
岩
壁
の
頂
き
よ
り
、　
四
番
日
の
岩
墜
を
ナ
イ
フ

・
リ

ツ
ジ

凛
Ｏ
米
が
つ
な
い
で
膝
る
。
そ
の
先
は
ど
う
た

っ
て
ぃ
る
か
見
当

が
つ
か
た
い
‐。
ナ
イ
フ
●
リ

ツ
ジ
の
申
間
程
が
若
千
巾
が
広
く
´

っ
て
い
る
．０
で
‐、　
こ
こ
で
ビ
ク
ア
ー
ク
す
る
事
．に
い決
一疋
。

ビ
グ
ア
ー
″（
サ
イ
ト
を
ビ

ツ
一ケ
ル
と
手
で

す
米
堀
ｈ
・下
け
、　
ツ
ェ

蛯

キ

一
″
■
ｉ
り
一́



☆

一
月
二
日
本
　
曇
り
　
　
Ｂ
ｃ
Ｉ
鹿
島
部
落

朝
食
後
、
直
ち
に
徹
収
開
始
。
食
糧
の
逆
ボ

ツ
カ
分
も
含

め
て

皆
、
結
構
な
重
量
と
な
る
。
登
り
の
時
よ
り
は
人
分
歩
き
良
く
な

っ
て
い
る
。
い
い
ビ

ツ
チ
で
初
日
の
荷
上
げ
地
点
を
少
し
過
ぎ
た

処
で

一
本
立
て
る
。
こ
こ
か
ら
〃

花
の
Ａ
Ａ
コ
ス
ピ

〃
卜
と
か
の

二
人
、
出
口

・
天
野
が
先
発
す
る
。
沢
の
音
が
き
こ
え
て
、
流
れ

が
見
え
て
来
る
頃
、
患
な
斜
面
の
足
下
に
先
行
の
二
人
が
沢
を
渡

っ
て
い
る
姿
が
見
え
た
。
こ
こ
か
ら
入
出
日
に
渡

っ
た
氷
と
ノ
ロ

の
い
や
た
処
を
飛
び
石
伝
い
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
日
の
為

に
デ
ポ
し
て
あ

っ
た
食
糧
を
振
り
分
け
る

一
方
、
最
初

の
処
だ
け

・
ザ
イ
ル
を
張

っ
て
工
作
す
る
。
こ
こ
が
渡
り
終
え
て
か
ら
も
何
度

か
渡
り
返
し
堰
堤
を
高
巻
い
て
雪
原
を
横
切
る
と
大
谷
原

へ
着
く
。

ス
パ

ッ
ッ
や
オ
ー
バ
ー
ズ
ボ
ン
を
取

っ
て
い
る
処

へ
出
日
、
天
野

が
空
身
で
戻

っ
て
来

た
。
随
分
と
早
い
の
で
皆
び

っ
く
り
す
る
。

こ
こ
で
昨
日
の
青
木
湖
の
惨
事
を
知
り
、
足
の
便
た
ど
を
考
え
併

せ
、
今
夜
は
反
省
会
を
兼
ね
て
鹿
島
館
泊
ま
り
に
決
ま

っ
た
。

一
時
か
ら
入
浴
し
て
サ

ツ
パ
リ
し
た
処
て
三
時
か
ら
反
省
会
。

有
意
義
な
発
言
で
自
熱
し
、
終

っ
た
時
は
八
時
を
言
わ
っ
て
い
た
。

（小
川
　
一
摯
子
）

メ
イ
ム
　
Ｂ
Ｃ
７

・
“
―
鹿
島
館
１２

・
１５

メ。にD

ί

じ

湯̈

ヽ

ぬ
Ｆ

ｔ

各

係

の

報

告

☆

尋
僚

今
回
は
荷
上
げ
を
行
な

わ
た
か

っ
た
為
、
装
備

の
管
理
は

や
り

易

か

っ　
‐
た
板
摘

　ヽ
Ｂ
℃

事̈
営

て
て
の
各
会
員

の
キ
ス
リ

ン
グ
の
重

量
は
、　
か
な
う

の
も

の
と
な

っ
た
。

そ
れ
で
も
、

予
定
通
リ

ベ
ー

ス
キ

ヤ
ン
プ
を
設
営
出
来

た
事
は
、
荷
上

げ
を
し

な
く

て
も
十
分

マ
っ
て
行
け

る
だ
け

の
会

の
力

を
実
証
し

た
も
の
で
あ
る
と
思

わ

れ

る
。

ま
た
、

初

り
て
フ
イ

ッ
ク

ス
用
に
６
ミ
リ
ザ
イ

ル
ニ
０
０
米
を

持
っ
イヽ
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
６
ミ
リ
ダ
ブ
ル
は
プ
ル
ー
ジ
ツカ／
ケ^・

が
悧
き
に
く
く
、　
急
な
輌
は
９
ミ
■―の
方
か
艮
い
て
あ
ろ
う
。　
　
一‐

石
油
ポ
ン
プ
は
寒
さ
で
使
え
た
く
な
る
事
も
あ
り
、
ジ

ョ
ー
ゴ

形
式
の
方
が
良
い
と
思
う
。
ド
ー

コ
を
使
用
せ
ず
に
、

ダ
ン
ボ
ー

ル
を
使

っ
た
事
で
‐、
共
同
装
備
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
も

っ
と
持

つ
て

行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
装
備
を
お
貸
し
下
さ

っ
た
皆
様
、

あ
り
か
と
う
ご
さ
い

す
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
影
　
記
）
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池
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食

　

料

，
　

今

冬

出
合

宿

の
食
糧
計

画

に
あ
た
り
、

次

の
■

，
■
方
針

７
立

．

て

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．―

■

・
　

―

０
一　
費
用
は

一
人

一
日
九
百
円
以
内

に
収

す
る
よ
う
に
い
内
■

な

考

え
る
。

●
〕

Ｂ
ｃ
以
下
で
は
生
も
の
、
生
米
に
よ
る
瀾
理
は
可
十
〓
■
一
え

こ
れ
ら
を
全
面
的
に
と
り
入
れ
た
Ｂ
Ｃ
食
オ
度
『
す
る
。

０
一　
Ｂ
Ｃ
よ
り
上
部
て
は
従
来
通
り
、
ぺ
ヾ
カ
ン
と
α
米
中
心
め

ア
′

ツ
ク
食

を
使
用
す
る
。

０
〕
計
画
変
更
の
時
、
相
互
乗
入
れ
可
能
な
ょ
う
に
Ｅ
Ｃ
Ａ
、
ア

メ

ッ
ク
食
間
に
同
じ
メ

ニ

ユ
ー
の
も
の
を
入
れ

イ■
ブ
ヽ

③

　
従
来

の
ド
ー
コ
は

や
め
、

ダ

ン
ポ
ー

ル
に
方
来

用
ビ

ユ
ー
ル

共

を
使

用
す
る
。

佗
・・

メ

ニ　
ユ
ー
表

を
各
隊

テ
ン
ト
の
人
―■１
に
ぶ
ち
さ
げ

て

一
覧
て

き
る
ょ
ぅ
に

し
て

，
＜
。

ふ
わ
返
る
と
、
以
上

の
方
針

は
だ

い
た
い
効
果
的
に
注
行
で
き

た
と
考
え
る
。
①

の
項

は
、
一費
用
を
予
算
内
に
収

り
、

か
っ
か
た

り

の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
す
る
■
が
出
来

た
。

， 」
れ

て
対

し
て
、
反

省

会
て
特
に
量
が
少

た
い
と

い
う
意
見

は
た
か

っ
た
．
レ
′‘
“
一の

項
は
、
従
来

の

一
本
立

て
と
ち
が
い
、　
ギ
ャ
煩
れ
に
欠
点
に

■

っ
―-1 3‐
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オ
が
、
冬

―
・Ｌ
‐
に
生
も
の
を
使
う
の
は
今
食
糧
係

の
人
き
た
目
的
の

一
っ
て
あ

っ
た
。
今
後
と
も
、
冬
で
も
可
能
な
範
囲
で
生
も
の
を

調
珪
す
る
と
い
う

一
つ
の
考
え
方
を
忘
れ
な
い
て
お
ヽ
一た
い
。
０

の
項
は
効
果
的

で
ぁ

っ
た
。
反
省
会
で
も
、
自

田
ス

ツ
ク
し
や
す

い
等
、
好
評
で
あ

っ
た
。
０

の
瑣
は
残
念
た
か
ら
徹
底
さ
れ
て
い

た
か

っ
た
。　
こ
れ
を
目兄
れ
は
全
て
わ
か
る
よ
う
に
配
．ぱ
し
て
い
た

わ
け
で
、
も

っ
と
有
効
に
活
用
し
て
は
し
か

っ
た
。

そ
の
他
、
反
省
会
で
出
さ
れ
た
意
見
と
し
て
、

表
示
方
法
を
も

っ
と

わ
か
り

ｆ
す
い
シ
ン
ブ
ル
な
方
法
に
し
て

は
し
い
と
い
う
意
見
と
、
記
号
化
は
長
期
計
画
に
そ

っ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
認
識

が
足
り

，イ
い
と
い
う
二
つ
の
対
立
す

る
意
見
。

パ
ー
テ
イ
儡
成
、　
人
数
が
変
っ
た
場
合
の
方
法
と
し
て
は
、
今

後
Ｂ
ｃ
で
の
集
中
管
理
の
方
法
が
あ
る
。

献
立
に
対
し
て
個
人
の
し
好
７
強
く
出
す
の
は
す
す
い
。
長
期

計
一Щ
で
は
パ

ン
食

や、
メ
ン
類
の
食
凛
は
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か

ね
は
言
ず
い
。
普
段
ょ
り
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
漱
習
し
て
お
く
■
。

今

の
献
立
内
容
は
ぜ
い
た
く
で
あ
り
、　
レ
ク

レ
ー
シ

ヨ
ン
的
色

彩
が
強

い
。
入
山
前
に
食
い
た
め
し
て
お
１
、　
出
行
中
は
ビ
′
ミ

ン
剤
、
塩
等
最
少
限
で
超
軽
景
化
し
、
行
動
ケ
拡
大
す
る
と
い
う

十
構

考
え
方
も
あ
る
。

等

が
出
さ
れ

た

食
糧
計
画
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、　
時
‐‥――‐
と
共
に
進
歩

ｔ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
考
え
方
に
よ
れ
ば
非
常
に
お
も
し

ろ
い
分
野
で
あ
り
、
今
後
と
も
」■
て
、　
さ
ら
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
と
り
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
食
糧
準
備
に
あ
た
め
、

皆

さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
御
協
力

い
た
だ
さ
貸
し
た
。
又
、

食
料

の
さ
し
入
れ
有
効
に
使

わ
せ
て
い

た
た
さ
す
―
た
。
感
謝

い
た
し

■
す
。

（
藤
井
　
甲
山
　
一永
井
）
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☆
医

　

療

通
常
通
”

Ｂ
℃
に
急
求
箱

を
備

え
持

病
薬

は
本
人
持
参
と
し
た
。

医
療
係

な
ど
準
備

だ
け
で
、

現
地

で
は
取
り
立

て
て
す
る
事
も
な

い
の
が
通
例
と
な

っ
て
い

た
が
、
今
回
は
石
油

の

た
だ
れ

２
例
、

風
邪

２
例
、
凍

場
１
例
、
胃
炎
１
例
と
賑

マ
か
で
ぁ
る
。

◎
石
油

の
二
〇
ι
ポ
リ
タ

ン
を
荷
上
げ

中
、

日
も
と
か
Ｌ
石
油

か

も
れ
て
背
中
、
腰

に
し
み
、

そ
の
夜
ひ

ぶ
く
れ
状
態
、

そ
の
次

の

日
は
、
赤
む
け

の
見

る
も
無
惨

な
姿

と
な

っ
た
。

ひ
ぶ
く
れ

の
時

に
、　
ェ
メ
ノ
ー
ル
で
拭

い
て
石
油

分
を
と
わ
、

メ

ン
タ

ム
ケ
つ
け

次

の
日
は
ワ
セ
リ

ン
入
ゎ

の
軟

こ
う
を
つ
け
、

三
角
巾
と
バ

ン
ソ

ウ

コ
ウ
で
固
定

し
た
。
手
当
は
し
て
も
た
か

っ
た
訳
で
は
な
い
か

ら
、

二
人
と
も
ザ

ツ
ク
が
す
れ

て
辛

か

っ
た
に
違
い
な
い
。

ぁ

す
り
側

に
な
い
け
れ
ど
も
、
燃
料
と
し

て
の
石
油

は
必
需
品
だ

‐―
に
収
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
、
未
然
に
防
げ

る
事
故

は
起

こ

し
て
は
な
ら
な
１／、
。

」
ム

‐――

――――
に
ひ
い
て
い
た
風
邪

が
こ
じ
れ
、

症
状

か
す
す
ん
で
発

¨
‐

・
¨

‐‐―

―
‐―
い
／‐
っ
て
い
た
の
で
結
局

下

出
す
る
こ
と
に
な

っ

１
。

―――

‐
―
―

‐―‐―‐
■

，
叶
―
し

，ヽ，
■

い
の
で
通
当

た
処
置

と
思

う
。

１１
‐―

・
―
　
　
‐―
、　
―
出

‐―
、
―

―
ル

，
ス
に
リ

ン
、

疲
労
回
復

―
　
　
り
　
′
′
　
．
｛刀
　
ｒ
１ヽ，・
―‐―‐
け

０
そ
の
他
の
凍
傷
は
実
際
に
見

て
は
わ
な
い
の
で
解

ら
た

い
‐

濡
れ

た
靴
下
■
そ
の
ま
せ
は
い
た
ら
し
い
が
、

胃
去

と
共

Ｌ
十

し
た
こ
と

は
た
い
と
思
う
。
凍
陽
は

な

っ
て
か
ら
さ

っ
い
て
―
二

遅
れ

な
の
だ
か
ら
各

々
注
意

す
る
こ
と
と
、

日
頃

の

む
掛
け

，
■

あ
と
は
血
行
促
進
剤

な
ど
も
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ

十
い
ぃ

（
小
川
　
〓
子
）
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☆
反
省
会
記
燿

，　
一
月
二
日
的
　
於
　
曳
島
部
再
鹿
島
鮮

◎
計
画
に
っ
い
て
…
爺
ヶ
岳
小
冷
尾
根
、
北
積
と
１／、
う
山
城
で
■

な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
妥
当
■
線
で
あ
ろ

，
Ｌ
の
意
見
が
大
・

部
分
。
維
走
を
と
い
マ
つ
た
こ
と
は
マ
む

，
青
ｉ
」
た
ろ
う
■
．の

意
見
か
わ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◎
行
動
に

っ
い
て
Ｉ
交
通
円
係

で
は
、

大
町
献

ょ
れ

い

マ
イ

ノ
■

バ
ス
は
手
配
が
遅
か

っ
た
為
、
使
用
で
き
な
か

っ
た
。
」“
定
券
の
手

・

配
等
■

個
人
に
頼
り
過
ぎ
る
。
Ｉ
Ｘ
口
宿
に
庶
務
係

を
一哉
け
、　
事
前

の
手
配
が
必
姜
。

荷
上
け

の
ロ
ー
テ
イ

シ

ヨ
ン
は
■
か

っ
た
。
北
手
に
三
人
の
方

が
良
か

っ
オ
ｏ
計
画
に
も
関
連

す
る
が
、　
北
積
床

の
ビ
バ
ー
ク
体

制
は
十
分
て
た
か

っ
た
。
小
冷
尾
根
上
部
は
も

っ
と

キ
ス
リ

ン
グ

で

の
通
過

ケ
一一石
え

た
Ｉ
み杵
●
し
て

，
¨
し
か

っ
た
。　
ル
ー
ト
ェ
．作
隊ヽ

を
決

め
て
お
き

た
か

っ
た
。
開
遭
―
単

ポ
ー
ト
隊

の
性
格

が
明
確

て
な
か

っ
た
。　
６
、ミ
リ
、　
ダ
ブ
ー
ル
の

「ノ
ィ
ッ
ク

ス
は
使

い
に
く
法
・。

ｌ
）
９
ｔ
‐１
、ミ
リ

の
シ
ン
グ

ル
が
使

い
良
い
。
―
↓
フ

イ
ッ
ク

ス
エ
作

の
し
か
た
Ｆ
研
究

し

て
ぉ

モ
・た
い
。
■

１１１，
檎
は

の
幕
営
地
に
北
峰

頂
上

と
、

け

っ
き
り
決

め
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
　
一
月

二
咀
に
下

山

し
た
こ
と
に

っ
い
て
は
妥
当

で
ぁ

っ
た
。
本
隊

か

フ
イ

ッ
ク

ス
直

下

ま
で
で
終

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
―
ッ
個

々
人

の
カ

ー
，
１
ス

把
棒

て

き

ず
、　
マ
む
争
得
オ
か

っ
た
。
鹿
鳥
槍
ア
メ
ツ
ク
時
の
出
発
か
遅
い
。

卜

明
時
の
先
ヽ
一は
早
‐，、
方
が
良
い
。
帰
り
の
一父
通
等
確
認
し
て
お

く
べ
き
そ

あ
■
ｏ
■
ど
●
意
見
。

０
豪
■
に
っ
‐／
て
‥
上
（
ミ
リ
の
フ
イ
ッ
ク
ス
は
止
め
る
べ
き
て
お

ム
。

フ
イ
ツ
ク
ス
に
償
装
十

，１１

つ
た
の
は
な
す
い
。
１

古
装
備
で

そ
う
え
た
い
ｏ
」
ｉ
構
ア
メ

ツ
ク
用
の
ザ
イ
ル
が
上

っ
て
い
た
か

つ
た
。
石
油
ｏ
答
■

が
手
配
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ビ
ニ
ー

ル
袋

の
使

い
方
に
慣
れ
て
欲
し
い
。
編響
４

が
足
―，
■
か

っ
た
。

コ
ン
ロ

が

欲
寸

つ
た
ｏ
登
■
的
百
”
が
有
る
場
合
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
装
備
　
一

食
糧
な
計
画
十
べ
き
で
ぁ
る
。
ｌ
ｖ
メ
ン
パ
ー
の
変
動
が
あ

っ
た
場

１

合
、
Ｎ
る
。
■
備
の
分
担
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
た

っ
て
欲
し
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。

０
食
糧
に
つ
い
て
…
献
立
表
の
記
号
化
に
っ
い
て
は
、
分
り
に
く

い
と

い
う
意
翌
七
日
程
の
変
一史
な
ど
の
場
合
、　
マ
わ

マ
す
い
一

，
０
一

意
見
が
出
た
ｏ
ｌ
▼
シ
ン
ブ

ル
な
方
法
が
良
い
。
負
、

，コ
共
に
■
●

ぎ
る
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
″相
は
使
い
良
仏

。
荷
揚
げ
は
そ
の
都
度
、
必

要
性
を
考
慮
Ｌ
ｆ
行
な

っ
た
方
が
ユ
ｈ
。
合
宿
に
参

扉
し
な
い
人

に
手
伝

つ
て
な
ら
え
た
の
は
良
か
っ
た
。
そ
の
他
、
多
く
の
意
見

が
出
た
が
、
〈
一
後
も
色
々
改
良
す
る
点
が
あ
る
よ
う
だ
。

し
か

っ
た
ｃ
石

油

ボ

ン
プ

が

二

つ

ど

も

使

え

な

ぐ

な

っ
て

し

０
総
括
‥
当
初
の
目
的
は
、　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
た
が
、　
こ
れ
，な

一
つ
の
ス
一
ア
ツ
プ
と
し
て
、
ょ
Ｌ
に
次

へ
命
悼

Ｑ
レ
ベ
ル
・，ノ
ッ
プ
　
‐

を
計

？
て
い
な
た
い
と
云
う
の
が
、
反
省
会
の
■
と
っ
て
あ
る
と

・

言
え
ト
ウ
ｏ
　̈
　
′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

，
・
（小
堤
）

成
一
　

想

北
・
稜

．を
　
登

禁
す　
し
　
て
　
　
　
　
島
影
　
筆
二

爺
ケ
岳
北
稜
は
長
さ
一
五
〇
〇
米
、
標
高
正

一
〇
〇
０
米
。
具

多
摩
で
言
え
ば
鷹
ノ
巣
―・
Ｌ‐
の
郡
村
尾
根
を
少
し
急
に
一し
た
４
ら
い

の
尾
根
で
あ
る
。
　
´

今

回
は
天

候
に
恵

す
れ

た
為
、

思

っ
て

い
た
よ
わ
（

・い
凌
り
楽

に
登

る
こ
と

が
出
丼

た
。

取
り
付

く

ま
で
は
言

崩

が

一
番
気

に

た

っ
て

い
た
の
て
あ
る
が
、

雪

が
し

ま

っ
て
い

た
ん
、

日

中
に
気
温

か
Ｌ
丼

し

て
、

ア
イ

ゼ

ン
に
す

が

つ
Ｌ
て
歩

こ
に
く

て

■

っ
て
も
、

‐１ｌ
Ｌ
ん
‐Ｆ
・

１１１１１

減
た
か

っ
た
。

一
度

だ
け
、　
出■
峰

，

Ｉ
い
て

，

っ

と

い
て
、　
一
、‥
ハツ
「
，“

ご
ト

ノ
／

■
μ

保

し

て
」
る

時
に
、　
す
ぐ
そ

■

●

月
サ
ー
ル

Ｌ
、

■

，―‐―
賞

キ
■

＝
‐
，
―

川

か
起

ｉ

て
ュ

ー

ー́′
―

ル

ル
．
‐――
■
１
７‐
′
′
――

‘１
占
　
，　
●
ぃ

た
―

―
‐

，

‐
″
出
―
‐

‐‐
―
げ
、

′―
，

‐
に

．
い

＝
―
―

‐ノぅ
収
り

サー
、

「
ケ

¨
―
ヽ
い
１
ヽ

り
，
、

［

［―
〓

〓

［
′

―

―

「
「　
■
“
、

・
こ
れ
も
リ
ー
ダ
ー
の
地
確
た
判
断
で
難
な
く
通
過
出
来
た
。

初

め
て
の
雪
縦
上
で
の
ビ
バ
ー
ク
も
、　
天
候
が
員
か

っ
た
事
と

陽
の
た
か
い
う
ち
に
ビ
バ
ー
ク
の
準
備
を
始
め
た
事
、
装
備
か
十

分
て
も

っ
た
喜
な
ど
か
ら
、
快
適
に
遇
す
こ
と
が
出
来
だ
“

今
回
の
登
華
て
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
色
々
な
事

を
体
嗅

す
る
こ
Ｌ
が
出
来
た
。
今
後
、

よ
り
困
難
々
出
へ
向
９
為

に
は
、

こ
ぅ
い
っ
た
ル
ー
ト
を
よ
り
多
く
の
人
が
登
る
事
が
必
要

て
あ
る
Ｌ
思
う
。
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
．

■
天
下
て
ぃ
サ
ー
ル
ヮ
ー
ク
、
吹
雪

の
中
そ

の
雪
稜
て
の
ル
「

一

卜
い
収
わ
方
、

．ビ
パ

ー
ク
の
為
あ
装
一伸
等
、　
経
験
し
た
け
れ
ば

な́

９．

ら
な

い
■
か
数
多
く
あ
る
。

こ
れ

か
ら
も
登
れ

る
限
り
登

っ
て
行
　
一

き

た
い
一。
　
　
　
　
　
．　
　
　
・　
　
　
　
　
・
　

・
　

　

．

各

山

合

宿

に

参

加

し

て

　

　

　

斎
藤

二
幸

は
じ

め
て
の
冬
山
に
、
合
宿

の

一
員
と
し
て
参
加
で
き
た

こ
と

口
た
い

へ
ん
う
れ

じ
く
思

っ
て
お
り

す
す
。
叉
何
も
知
ら
な
い
供

■
生

日
程
、

事
故
も

な
く
無

事
下

‐１
´
１
出
来

た

こ
と
は
、

良
Ｆ
先
■

０
十
か
け
で

あ
り
、
感
謝

い
た
し

，
す
０

今

回

の
久
ヽ
出
合
宿

の
」「
合
、　
‐「
―‐―‐サ
‐‐‘‐
１１
１‐
々
―

‐
メ　
ーー‐
‐
‘
――
性

え

，
い
―

フ
アー‥
Ｉ
気
／
‐
　
‐
‐
、
　
‐‐
，
‐
』

‐
―
サ
ー‐
．
／
１
．
―‐

―
　
‐
け・
一‐―
‐‐‐」
十
１１
　
・
」
　
●
‐
‐
‐‐‐Ｌ
』
―
―
‐　
―̈
．

‐　
　
巨　
　
・

―
　
］
‐



冬
の
沢
歩
き
教
室

（
坊
主
谷
）

会
　
務
　
日

一誌

，

☆
山
話
会
　
一
一
■
二
七
日
”
，
国
立
公
民
館

出
席
者
　
出
口
０

　
小
川
０
０

　
渡
辺
　
塚
田
　
秋
葉
　

一昌
士
野

島
影
　
斎
藤
一０

　
水
井
　
福
島
　
以
上

一
一
名

一、
各
係

の
報
告
　
委
員
会
報
告

　

出
行
報
告

　

山
行
計
画

〇
国
鉄

ス
ト
の
た
め
、
参

加
者
が
少

な
か

っ
た
。

☆
山
話
会
　
一
月
二
九
日
一凶
　
国
立
公
民
館

出
席
者
　

中
野
ω
　
鈴
木
０

　
出

口
固

　
渡

辺
　
小
川
０
０
　
菅

一

沼
　
南
雲
　
富
士
野
　
小
堤
　
島
影
　
秋

元
　
一鰺
井

　

″一

斎
藤
口
　
天
野
　
永
井
　
紺
谷
　
高
橋
　
柏
島
　
以
上

一
九
名

一、
委
員
会
報
告
　
各
係
の
報
告
　
出
行
報
告
　
山
行
計
画

一、
ス
フ
イ
ド

ハ
那
須
、
八
ケ
岳
）
合
行
な
う

一、
新
年
度
入
会
希
望
者
に
対
す
る
説
明
会
を
行
な

っ
た
。

☆
事
業
部
会
　
一
一月
四
日
閲
一　
」ヽ／́
川

「
¨
」

出

帖
―́‥
‐
　

‐‐―

甘̈
　
街

‐――

　

′―
暉
　
け
―

　

［

．

―

‐―

●

―‐

＝‐

＝
μ

ｌ

午

‐‐

‐―
‐

ｌ

ｒ

‐

＝

‐

‐

，

‐
，
ｒ

‐

　

　

―‐

Ｉ

Ｈ

ＩＩ

い

Ｌ

ＩＩ

，
―

‐

―，

―

′

――

‐―
―‐

‐

―

―

‐
　

　

‐

期
　
日

参
加
者

一
月
一
吾

①

晴

塚
田
』

菅
沼
ｓＬ

中
村
　
以
上
七
名

報
　
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

前
夜

し

ュ
ッ
テ
に
泊
り
、
峰

谷
部
落

ま
で
壕

田
と
Ｉ
辺
の
車
に

分
乗

し
て
入

っ
た
。
出
合

す
で
の
林
通
に
は
雪

は
全
く

な
く
、

沢

に
入

っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。

Ｆ

一
は
氷

か
着

い
て
い
る
と
い
う
感

し
て
登

る
た
ど
論
外

で
あ

っ
た
。
登
れ

る
程
肛
に
氷

っ
た
滝
も
あ

っ
／１１
が
Ｌ
■
と
１１１１
大
違

い
で
あ
る
。
三
段

の
滝
も
大
き
■

っ
ら
ら

ル
ー

ッ
て
い
る
と

い
う
感
じ
。

こ
こ
ま
で
て
中
止
と
し
右
側

の
斜

―‐‐―
イ，
‐‐‐
―
し
て
嵩
――‐
■
に
出
て
峰

答
部
落
に
下
り
解
ま

。
寒
波
が

‐］
」

で
い
／
●
ｒ
、

山
年

の
例
１
あ
り
今
年

も
と
期
待

し
て
い
た

∵
―

■
ル

，Ｉ
′
，
十
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
　
幹
彦
）

―
　
　
口∵

化
――′
―

‐‐
‐――

イ‐
―
＝

・
‐，―，
峙

‐‐
部
落

1649

渡
辺
　
秋
葉
　
秋
元
　
永
井

験
と
言
う
と
、
雪
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に

一
回
と
、

一ア
ツ
セ
ル
ト
レ

ー

ニ
ン
グ

一
回
と
、
全
く
知
ら
た
い
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
未
熟
な
僕
が
、
冬

出
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
人
気

の
せ
い
も
あ
り
意
す
が
、

た
い

へ
ん
ょ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
爺
ケ
岳

山
頂
を
目
前
に
し
て
、　

‐１‐
頂
に
立

て
な
か

っ
た
時
の
く

ヾ
し
さ
は
、
参
加
で
き
た
よ
る
こ
ひ
以
上
に

出
に
未
熟
な
自
分
に
対
す
る
怒
り
を
感
じ
す
し
た
０

雪
の
結
晶
か
印
象
的
で
し
た
。

後
　　記
　　　　　　　　　　　　　　　　　帆一渡
辺
　
完
治

今
合
宿

の
目
標

を
、　
フ
イ

ツ
ク

メ
ザ
イ

ス
‘
■
４
と
十

る

ル
，

卜
を
重
荷
な
背
負

っ
て
通
過

（
上
下
●
）
し
、

卜
■
線
上

に
幕
営

す
る
。
初
歩
的
バ
リ

エ
ー

シ

ヨ
ン
ル
ー
ー

の
ｉ
■

の
　
一点
に
絞

一

て
計
画
し
た
。
幸

い
天
・供
に
め
ぐ

ま
れ
、　

―‐１
常
――

的

刈
め
の
事
が

行

う
墓

か
出
来

た
。

小
冷
尾
根
に

フ
イ

ツ
ク

ス
ザ

イ

ル
■

ｔ

′
―
―
、́
北
性
は
の
サ
ホ

ー
ト
を
兼
ね
て
、
国
境
稜
線
上
に
大
暮

■
■
け

る
の
十
凛
三

日
標

に

し

た
。
サ

フ
ザ

ツ
ク
の
み
の
通

過
は
ぁ
贅
ｈ
意
味

が
無

い
よ
う

に
思
え
る
。

ル
ー
ト
エ
作

の
方
法
、

荷
上
け

の
苦
労
は
今
後
、

剣

。
穂
高

の
冬

Ш
、

あ
る
い
は
海
外

の

出
々
に
＝
標

を
置
く
な
ら
は
、

こ
の
体
験
は
必
ず
生
か
述
れ
る
で
あ
ろ
う
。

北

稜

に

っ

レ、
て

は

、
・
Ｏ

Ｍ

Ｃ

の

冬

―
・
１１
合

宿

と

し

て

１１１

め

て

い

バ

リ

ェ

ー

ンヽ
　
コ

ン

ル

ー

ト

で

あ

―
´、
　
そ

れ

を

，ｏ

に

一
学
■

●

■

っ

二〈
，こ

思

つ

。
　
た

た

メ

ン

バ

ー

の

人

選

が

二

一害
（　
一二
転

し

て

し

■

い
、　
」
一

加

一
つ
に

め

い

「
．く

を

か

け

て

し

ま

っ
た

。

こ

れ

に

北

↑
ｒ
仁

」一
の

ノ‐ン

ー

ト

た

ら

ば

、

登

れ

る

人

材

が

豊

一“
に

そ
ち

　
，っ
て

い

る

と

い

う
、

せ

い

た

く

な

な

や

み

で

あ

っ

た
。

会

の

実

力

を

一果

が

え

し

て

い

も

と

い
え

よ
う
。

最
後

に
な

っ
た
か
、

不
参

加

な
か
ら
合

宿
に

除̈
に
、

一任

々
”
力

し
て
下

さ

っ
た
一月
々
に

は
、　
い
っ
も

た

が
ら
・感
謝
し

て
い
■
十
・。　
」
・

■
達

の
協
力

た
し

て
は
、　
人
七
〓
な
出
行
に

な
れ

ば

乗
ブ
稗
、　
な
か
　

・。
４

た
か
困
難

で
あ

る
。

反
省

会
に
出

口
さ

ん

が
言

っ
て
い
た
よ
う
に

「
山
岳

会

て
■
け
れ

ば
出
来

た

い
出
行

」

，
今
後

も

や

っ
て
い
き

た

い

。
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